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内部統制のためには⽋くことのできない「標準化」

標準化サービス

情報システムが大規模・複雑化していくことは、多岐にわたる情報を組み合わせるニーズなど、避けて通ることができないことです。

このため、アドホックに何の方針もなくシステム開発を続けていくことは、コントロールできない悲惨な状態を生み出すことになりかねません。

また、近年、コンプライアンスへの社会的な要請が高まってきています。

企業活動において不正が起こらないよう、業務の正確性・透明性が求められているのです。

これは、情報システムそのものにも直結するテーマです。当然、情報システム部門も、これらを意識した基盤作りが強く求められます。

内部統制のためには、システムの調達や開発プロセスを含めたいろいろな面での標準化が必要です。

会社のシステム全貌を理解している⼈がいないのに、会社法と
かJ-SOX法とかに対応できるの？

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム部門部門部門部門のののの役割⾒直役割⾒直役割⾒直役割⾒直しししし

いつも似たようなプロジェクトが場当たり的に実施されている
ような気がする。会社全体のシステム化計画はないの？

AプロジェクトとBプロジェクトとCプロジェクトの範囲って
かぶっているのでは？システム間の調整どうするの？

SCMやりたいって⾔ったって、会社全体の正確なシステム構成
もわからないし、どこにどんなデータがあるのかもわからない。
何から⼿をつけたら…

システムをベンダに頼むとき、参照できる今ある資料を渡して、
⼝頭で要件を伝えてるけど…いいのかな？

ベンダにRFP渡してるけど、正確に伝わっていない気がする。
いつも、期待している内容をカバーしていない提案が多い。
せっかく提案してもらっても…

プロジェクトによって、ドキュメントの種類もフォームも作り
方も異なる。作るときも混乱するし、保守のときも仕様理解に
時間がかかる。

書かなくてはいけない仕様書がたくさんある。
似たような内容なんだけど、もっと効率的に更新できないの？

仕様変更があったとき、簡単に影響範囲がわかるようなしくみ
がほしい。

提案書依頼書提案書依頼書提案書依頼書提案書依頼書のののの内容内容内容内容およびおよびおよびおよび作成⼿順作成⼿順作成⼿順作成⼿順のののの標準化標準化標準化標準化

要件定義要件定義要件定義要件定義・・・・システムシステムシステムシステム設計⼯程設計⼯程設計⼯程設計⼯程のののの標準化標準化標準化標準化

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション設計⼿法設計⼿法設計⼿法設計⼿法のののの標準化標準化標準化標準化

情報資源管理情報資源管理情報資源管理情報資源管理のためののためののためののための標準化標準化標準化標準化

設計のやり方が⼈によって異なるし、品質も異なる。
⼀定⽔準の品質を満たすにはどうしたらいいのだろう？

ごごごご提供標準化提供標準化提供標準化提供標準化サービスサービスサービスサービスのののの⼀例⼀例⼀例⼀例

エンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャ策定策定策定策定

標準化サービスとは、情報システムにかかわる企画・要件定義・開発フェーズの作業手順や成果物標準の策定、および、その定着・推進活

動のための教育を行うサービスです。

関係者の誰もが容易に実施でき、一定水準の品質統制が保たれるよう、各企業様の環境や体制に適合した標準化をご支援いたします。
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確かな方法論
私たちデータ総研は、数々の標準化プロジェクトをご支援しています。このサービスに関わるノウハウを、各ドキュメントの作成技法と方法論

にまとめ、保有しています。これらを元に、あらゆる企業における標準化サービスを実施いたします。

『技法と方法論』

【エンタープライズアーキテクチャ策定方法論】 PLAN-EA
企業レベルでの業務システム全体最適構造指針（システムマップ）を策定する場合、核となる方法論です。手順・成果物ノウハウを適用します。

【提案依頼書策定方法論】 PLAN-RFP
システム調達における開発ベンダへの提案依頼書を標準化する場合、核となる方法論です。手順・成果物ノウハウを適用します。

【システム開発方法論】 DOA-RAD
システム開発における要件定義工程を標準化する場合、核となる方法論です。手順・成果物ノウハウを適用します。

【ビジネスデータモデル作成技法】 PLAN-DB
初心者を含む技術者が、データモデルを記述するための技法です。業務データ仕様の可視化標準に適用します。

【ビジネスプロセスモデル作成技法】 PLAN-PROC
初心者を含む技術者が、プロセスモデルを記述するための技法です。業務プロセス仕様の可視化標準に適用します。

【ビジネスデータのコード設計技法】 PLAN-CODE
データ構造の要となるコードの設計技法です。アプリケーション設計標準に適用します。

【XMLタグ設計技法】 PLAN-XML
データモデルからXMLへのタグ展開技法です。XMLタグ設計標準に適用します。

サービスの提供方法
標準化サービスには大きく2つのご提供形態があります。

1. 請負型 ： データ総研コンサルタントが標準化の策定主体となって、御社にご協力いただきながら設計します。

2. OJT型 ： 御社自らが標準化を策定される際に、作業の全体の進め方や、ドキュメントの作成の方法をOJT形式で指導します。

実際には、ご相談により、1で実施する部分、2で実施する部分の混在など

さまざまなバリエーションがあります。
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豊富な経験とサポートツール

データ総研では、標準化に関する多くのプロジェクトを実施しています。

また、各種標準化にご活用いただけるツールとして、当社の方法論に適合した

「THeRepository」をご提供しています。各企業様向けに、カスタマイズも可能です。

「THeRepository」とは･･･

各種ドキュメントを作成することで、その成果を一元的にDBで管理するリポジトリ

ツールです。

THモデラ
（データモデリングツール）

IPFモデラ
（プロセスモデリングツール）

リポジトリエディタ（WEB）
（IO項目設計、論理DB設計）

リポジトリ


